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第 10回バス deおでかけプロジェクト実施結果 
 

１ 前回との比較 

 今回（第 10回） 前回（第９回） 

配布期間 令和６年（2024年）11月1日～11月 30日 30日間 令和５年（2023年）11月1日～11月 30日 30日間 

利用期間 令和６年（2024年）11月1日～12月31日  61 日間 令和５年（2023年）11月1日～12月31日  61 日間 

配布条件  購入金額 3,000円ごとに 1枚  購入金額 3,000円ごとに 1枚 

利用条件 「ダイナシティ」又は「小田原東郵便局前」

バス停で乗車又は下車した場合に有効 

「ダイナシティ」又は「小田原東郵便局前」バ

ス停で乗車又は下車した場合に有効 

実施結果 配布予定 3,000枚 

 配布枚数 2,917枚(配布予定比 97.2％) 

 利用枚数 2,159枚(配布枚数比 74.0％) 

前回比+1.1％ 

配布予定 3,000枚 

 配布枚数 2,877枚(配布予定比 95.9％) 

 利用枚数 2,096枚(配布枚数比 72.9％) 

前回比+8.0％ 

アンケート 

【ダイナシテ

ィへの普段の

交通手段】 

回答数 751件(利用枚数比 34.8％) 

前回比△26.8％ 

バス・電車:488枚(43.8％)前回比+2.8％ 

自家用車:306枚(27.5％)前回比+4.4％ 

回答数 1,292件(利用枚数比 61.6％) 

前回比△36.2％ 

バス・電車:530枚(41.0％)前回比+8.1％ 

自家用車:299枚(23.1％)前回比△15.3％ 
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２ 実施効果 

プロジェクト実施期間における自家用車からバスへの移行台数及びそれに伴う CO2 削減

量について、アンケート結果を基に概算値を算出した。 

(1) 自家用車からバスへの移行台数 

2,159枚(バス無料乗車券利用枚数) × 14.1％(ダイナシティへの普段の交通手段が「自家用車」の回答率) 

 ≒304台（前回比△180台） 

(2) CO2削減量 

304台×6.30（車１台あたりの CO2排出量）＝ 1,915kg-CO2 

※車１台あたりの CO2排出量 年間 2300kg-CO2(大日本山林会出版「日本の森林と林業」より)÷365日≒6.30 

⇒ 杉約 218本が１年に吸収する Co2量 又は 2Lペットボトル約 49万本分 

※杉の CO2吸収量：8.8kg-CO2/本/年（林野庁 HPより）  ※CO2(0度,1気圧)1kg＝509L 

 

３ 実施期間中の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ バス de おでかけフェアの実施結果 

 

 
バス乗車体験参加人数 １３０名程度 

バスグッズ等販売ブース １００名程度 

キッチンカー利用者 ４９組 

バス無料乗車券の配布期間中、ダイナシティの敷地内及び館内にプロジェクト
ののぼり旗を設置（一部設置箇所のＲ４写真。Ｒ４以降設置場所同じ） 

箱根登山バス（Ｒ４写真） 

富士急湘南バス（Ｒ４写真） 

ダイナシティ内のデジタル 
サイネージにて告知（Ｒ４写真） 

第 10回でも第８・９回に続き、プロジェクトの周知・利用啓発を目的として、
バス deおでかけフェアを、令和６年（2024年）11月３日（日・祝）に開催。 


